
なんと担い手組織協議会

1 年次 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 5/24 6/2 6/18 7/1 7/28

Ｒ５ 慣行 5/29 6/4 6/19 7/3 7/18 7/31 8/17 8/30 9/21

平年値 慣行 5/26 6/6 6/19 7/6 7/17 7/29 8/15 8/25 9/21

2 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 6 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

(農)吉松営農組合 17.8 23.0 82.6 (農)吉松営農組合 3.7 6.4 8.7 10.0 12.2

Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 17.8 23.0 82.6 Ｒ６ 全組織 3.7 6.4 8.7 10.0 12.2

Ｒ５ 慣行 23.1 29.6 85.5 110.6 Ｒ５ 慣行 4.5 6.2 8.4 10.2 11.4 12.8 14.4

平年値 慣行 20.8 28.3 86.2 118.5 平年値 慣行 3.6 6.3 8.5 10.5 11.5 12.6 14.4

3 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 7 組織名 田干し 深水管理 浅水管理 中干し 間断かん水 飽水管理 湛水管理 間断かん水 収穫前落水 8 組織名 中干し前 中干し完了 間断かん水時 幼穂形成期

(農)吉松営農組合 24.0 27.0 80.0 188.0 (農)吉松営農組合 4/30 5/6 5/21 6/14 6/28 (農)吉松営農組合 1 0

Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 24.0 27.0 80.0 188.0 Ｒ６ 全組織 4/30 5/6 5/21 6/14 6/28 Ｒ６ 全組織 1 0

Ｒ５ 慣行 24.4 44.0 94.0 114.0 105.0 105.0 Ｒ５ 慣行 Ｒ５ 慣行

平年値 慣行 19.2 24.7 81.4 131.4 109.4 109.4 平年値 慣行 平年値 慣行

目標 なんと 18.0 82.0 151.0 109.0 102.0 目安 目安 移植 15 10 5 1

4 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

(農)吉松営農組合 80 90 267 627

9 組織名 コーティング 調査主体 耕種概要 １ヵ月後 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 抜き株 坪刈り

(農)吉松営農組合カルパー 生産者 〇 〇 〇

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 80 90 267 627

Ｒ５ 慣行 81 147 313 380 350 350

平年値 慣行 64 82 271 438 365 365

目標 なんと 60 270 500 364 338

5 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 10 組織名 播種日 幼穂形成期 ～ 出穂期 ～ 成熟期 11 組織名 播種量 播種深度 ｍ苗立本数 ㎡苗立本数 苗立率

(農)吉松営農組合 4.3 4.4 4.2 3.9 (農)吉松営農組合 4/30 7/29 kg/10a mm 本/ｍ 本/㎡ ％

(農)吉松営農組合 3.1 6.2 23.7 78.9 81.6

Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 4.3 4.4 4.2 3.9 Ｒ６ 全組織 4/30 7/29 Ｒ６ 事務局

Ｒ５ 慣行 4.4 4.2 4.1 4.0 4.3 4.3 Ｒ５ 慣行 5/2 7/31 19 8/19 40 9/28 Ｒ６ 全組織 3.1 6.2 23.7 78.9 81.6

平年値 慣行 4.3 4.2 4.0 4.2 4.5 平年値 慣行 5/3 7/31 21 8/21 47 10/7 Ｒ５ 慣行 3.1 24.0 24.4 81.3 84.2

目標 なんと 4.0 3.8 4.2 4.5 ※（）は予想 平年値 慣行 3.1 9.2 19.1 63.6 66.8

目標 なんと 3.7 10.0 18~24 60~80 50~80
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（生育ステージ）幼穂形成期は平年より２日早い７月29日頃
（穂肥）茎数が多いなど、生育量が大きい場合は１回目の穂肥は施用せず、幼穂形成期の14日後の１回だけ施用する。
（水管理）生育量が大きい場合は間断かん水を継続する。
（病害虫防除）幼穂形成期の７日後頃に稲こうじ病の防除を実施する。

令和６年度水稲調査結果 カルパー 山田錦 幼穂形成期
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